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よ

る

潮

風盟
の
現

勢

飛
行
機
又
は
飛
行
轍
か
ら
順
下
し
た
る
数
多
の
篤
晃
を
粗
食
し
た
る
者
は

1
種
の
水
車
投
射
間
に
し
て
之
に
よ
-

地
間
(訳

純
監

鵠

認

諾

舶
州

ゐ)
を
作
成
し
得

ペ
-
'
特
種
の
目
的
を
有
す
る
局
部
的
粘
測
閲
に
あ
ら
ざ
る
限
-

中
等
縮
尺
以
下
の
地
形
園
の
1如
き
は
各
中
馬
異
測
農
に
よ
る
密
教
も
賢
明
の
策
ビ
せ
ざ
る
や
の
推
閏
に
接
す
る

は
職

掌
柄
燦
々
遭
遇
す
る
貿
問
に
し
て
.
其
都
政
面
か
-
箇
罫
に
答
耕
し
替
ざ
る
iSq･J甚
遺
憾
ど
す
O
蓋
し
荷
幾
多
の
離
開

を
有
す
る
問
題
に
し
て
弦
に
制
か
自
明
の
埋
た
る
の
吐
裏
を
顧
み
ず
'
袈
中
驚
異
測
畳
の
現
勢
を
具

J
P参
考
に
供
せ

ん
ど
す
｡
問
題
の
締
結
を
簡
明
な
ら
し

ひ
る
喬
も
先
づ
飴
静
を
赦
し
て
然
る
後
珊
由
を
開
陳
せ
ん
/̂J
す
｡

盗
中
馬
異
を
綴
脊
し
た
る
固
面
を
作
成
す
る
は
比
棟
的
単
純
容
易
L･i
-
'
糾
し
て
之
を
以
て
蟹
革
上
は
勿
論
常
革

に
ゐ
-
で
も
偵
察
国
威
は
盛
者
固
ビ
盛
す
に
は
巧
妙
且
つ
充
分
に
し
て
最
も
有
益
緊
繋
な
る
も
の
な

-
｡
怨
れ
'J,,J

も
地
上
測
最
に
代
換
す

べ
き
倍
低
ビ
粗
放
を
欲
せ
ば
､
多
大
の
手
数
亡
失
嚢
を
嬰
L
P
索

千
の
特
例
を
除
き
て
は

空
中
銘
品
_こ
よ
る
醐
盤
の
現
数

蘇

れ

凹
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未だ欝用の域に連せずelL有望L･iる未雑を宥す｡

以下少し-現在の賓状ビ技純的方法の概要を赦して其瑚由に代へんどす｡

欧洲大朝閤西部職場に於ては古き地甜問を骨格ビして嚢中寛異により現況を抱影し､巳製の地圏を補正し.場令によ-土地極めて平坦なる地方は塔暴走両の斜俺を矯正して戦場の概洲に膿用せれノ｡又パレスタイン其他未開にして地固なき地方に作戦したる欧洲軍は凹凸縫盃を顧みざる程度に於て馬具を利用し推定の略圏等を作成せrc,｡以上は即ち現今の嚢中駄異測畳の起因をなしたるものA/Jす｡爾凍平和̂fJ共に長足の進歩を濁しp各国各種の手段方法を桝供して日進の状勢にあra.然れ

.rF/Jも現今に於ける利用範軸は以下の如き敗な-0叫p河口.港将等称に平坦なる土地の厩測間｡

三帝に中州なる有限地帯.市街'森林p湖潤滑岸.工場敷地運動場等の藤並用補足固或は7聖

:･.;川..

三'波状少き耕地等にして数多の固枚瓢を有する方面の地籍測閲｡

阿､渡海を透就すべき客中富見聞｡

五.歴史又は考古単的意義を宥Lp一地方'J春する各種術工物の痕跡叉は地贋又は地勢漸慶の事

僻を纏臆する男の雌硯樹.､其他弗将の必要による局部の欝奥地園｡



碍
-
地
上
測
畳
に
代
ふ
べ
き
巷
中
精
嚢
等
｣英
測
濃
を
布
は
ん
と
せ
ば
馬
鼻
面
に
闇
し
て
少
-
も
左
の
粟
井
は
其
元

子
}J
し
て
絶
封
的
に
必
繋
な
-
0

一
p
駕
轟

け
ン
ズ
の
悠
瓢
距
離
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舶
認

舶
批
詣

蜘
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殿

な
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三

嚢
中
驚
異
撮
影
瞬
時
に
於
け
る
機
械
の
精
確
な
る
高
rJ.

三
､
駕
異
光
軸
の
方
向
及
傾
角
.

以
上
三
件
中
筋

丁
項
悪
鮎
距
離
は
馬
具
機
械
の
常
数
に
し
て
巳
知
の
案
件
な
れ
ば
固
よ
-
.問
題
に
あ
ら
ず
0
弟
二

項
を
な
す
航
室
機
其
も
の
の
高
度
に
至
-
で
は
刻
々
若
干
の
麺
化
あ
る
は
勿
論
に
し
て
､

叫
々
之
を
龍
雄
す
る
に
し

て
も
民
衆
腰
計
に
よ
る
の
外
電
か
る
べ
-
概
測
hlq･,許
す
に
過
ぎ
ず
一

碓
薯
な
る
高
圧
を
求
む
る
に
は
春
光
の
馬
具
に

必
ず
若
干
個
の
固
敗
鮎
を
包
倉
せ
し
め
.
之
に
よ
-
窮
三
項
の
傾
件
ビ
連
潤
し
て
高
庇
を
算
出
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
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又
銅
三
項
の
光
軸
の
方
向
及
傾
角
に
関
し
て
は
航
各
棟
若
し
常
に
水
車
な
れ
ば
光
軸
は
常
に
垂
正
に
し
て
講
諭
な
し

A/J
錐
も
.
期
の
如
き
は
得
て
望
み
難
-
.
歓
洲
戦
の
揮
散
は
連
覇
撮
影
間
十
皮
の
傾
き
に
連
す
る
も
の
あ
む

O

近
時

飛
行
術
の
進
歩
ご
錨
地
式
安
定
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置
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せ
ら
る
･,
あ
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も
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僻
常
に

二
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あ
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し
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の
方
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亦
必
ら
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し
も
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な
ら
ず
｡
既
に
之
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の
葦
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自
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す
る
の
装
裾
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に
あ
ら
ざ
る
も
'
畢
萌
粗
密
測

量
的
意
義
に
於
で
は
気
塵
計
の
高
度
だ
韓
ふ
な
し
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罫
に
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､
五
官
米
英
の
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に
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け
る
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雅
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の
由
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に
十
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実
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の
狂
ひ
を
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す
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は
潜
熱
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も
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亦
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項
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子
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じ
-
地
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図
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塔
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放
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式
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技
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氏
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幻
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式
峯
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健
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あ

-
.
何
れ
も
先
づ
益
中
随
時
の
馬
具
を
正
し
-
水
準
に
矯
証
し
且
つ
之
に
よ
上
向
庶

を
も

捕
捉
し
て

…
長
編
凡
の
地
岡
に
改
基
せ
ん
だ
す
る
に
外
掌
ら
ず
｡
然
れ
'･,J
も
以
上
は
何
れ
も
大
槌
に
於
で
見
潰
し
の

乗
艦
馬
具
を
利
用
す
る
の
由

係
上
越
め
て
平
澗
な
る
土
地
に
し
て
多
-
高
低
を
諭
せ
ざ
る
程
度

の
も
の
た
-
o
若
し

光
れ
高
低
の
若
干
影
取
錬
せ
ん
AIJ
せ
ば
再
び
客
車
を
飛
期
し
て
傾
斜
馬
具
脊
振
鮮
補
足
す

る
を
要
す
｡

現
時
猫
団
に
於
て
創
製
研
究
せ
ら
れ
あ
る

フ
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シ
ヨ
フ
氏

(H
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)
の
自
動
製
同
機
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u
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･
carto-

graph
)又
は
ツ
ァ
イ
ス
督
励
の
欝
枇
銀
製
固
糟

(S
te
r
eo･官
mrbgra
P
h
j
の
如
き
は
前
記
の
垂
政
等

典
に
よ

る
も
の
ビ

開
基
鹿
を
異
に
し
.地
上
に
精
確
LjJる
岡
舷
瓢
を
妻
す
る
は
原
則
だ
し
て
何
等
腰
ハる
LJJL
E
雅
､常
に
航
容
機
上
よ
-

其
行
進
方
向
だ
直
角
に
地
上
に
向
ひ
三
十
度
内
外
の
傾
角
を
以
て
蓮
薦
投
影
な
行
ひ
.
同

山
地
灘
を
掩
夜
す
る
各
二

葉
宛
の
馬
具
を
併
列
し
て
製
岡
焼
の
目
盛
盤
上
に
安
聡
L
p
算
定
叉
は
間
解
し
た
る
諸
元
を
界
蛾
の
卦
登
に
附
奥
す

れ
ば
可
測
地
帯
の
馬
具
的
映
像
を
薯
酷
に
現
出
せ
し
ひ

る
の
操
作
に
件
ひ
自
動
的
に
平
面
位
置
及
等
高
線
を
囲
坂
上

に
挿
輩
す
る
も
の
小仏
-
｡
但
し
器
械
的
装
置
の
複
雅
に
し
て
高
惜
な
る
は
勿
倫
革
備
作
業
た
る
諸
元
の
算
出
は
可
な

勺
の
手
数
ビ
熟
練
な
変
す
｡
然
れ
>･!J-
餐
中
精
密
常
最
測
濃
1J
L
で
は
吋
傭
且
つ
有
望
の
測
最
放
た
乙
を
失
は
す
｡



之
を
妻
す

る
に
粍
額
恥杓
泉
測
風見
は
何
れ
の
場
合
}J
雅
､

7
光
の
篭
原
藩
面
内
に
少
-
-
三
個
以
上
の
有
利
な
る
地

上
陶
粗
鋼
を
有
し
て
始
め
て
可
能
な
る
も
の
.に
し
て
､
之
が
算
出
展
開
に
は
荷
多
大
の
.不
便
あ
-
F'
軍
事
上
其
他
の

偵
察
固
或
は
略
潮
間
,.,J
差
薬
方
法
を
異
に
す

る
も
の
あ
る
に
想
到
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
.
而
し
て
暇

-
に
計
算
作
園
の

如
き
は
器
械
的
方
法
に
よ
り
其
大
部
分
を
解
決
し
得
た
-
ど
す
る
も
'
戦
場
又
は
異
常
の
場
倉
を
別
だ
し
て
此
棟
の

目
的
に
過
食
す

べ
-
盛
ん
に
客
間
を
往
沸
し
て

山
蓮
不
断
の
重
蔵
傾
斜
両
校
の
間
際
な
き
驚
異
を
充
賓
す
る
が
虜
に

は
.
現
時
の
進
歩
し
た
る
馬
具
機
だ
順
調
な
る
事
情
に
あ
-
て
ら
多
大
の
経
費
ビ
材
料
を
費
や
さ
ざ
る
べ
か
ら
す
.

蓋
し
常
時
に
於
け
る
客
車
精
密
罵
異
測
畳
は
今
伺
欝
用
の
域
に
達
し
難
き
所
以
な
-
.

開

記
傾
角
探
求
界
又
は
各
種
の
臣
鞠
製
岡
機
の
若
干
種
は
方
今

陸
地
測
量
部
に
革
備
研
究
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
,=

.

空
中
宕
践
ーこ
よ
る
榔
盈
り
現
妙


